


要約:バイオフィジカルプロファイルの評価によって胎児仮死の早期診断が可能になり、

児の予後の改善に寄与してきたものと推察されるが、胎盤早期剥離例では母児ともに予後

不良のことも多い。胎児仮死適応による帝切例の検討では 312 例中、新生児死亡となった

3 例中 5 例、後障害を残した 20 例中 6 例が胎盤早期剥離が原因であった。発症要因に関

しては妊娠中毒症例は 29%に過ぎず、33%の例が切迫早産、PROH の管理例であり、絨毛羊

膜炎との関連が示唆された.早期診断に関しては胎児心拍数図により胎児仮死所見を早期

に捉える以外に無く、腹痛、出血などの症状がみられる場合の胎児モニタリングが重要と

なる。また不規則、頻回の子宮収縮がみられることが多く、子宮収縮パターンの解析が早

期診断に役立つ可能性が示唆される.


